


象牙月夕亥1は大古より現代までの長い歴史をもっています。11

本では奈良‖‖ のヽ11倉院御物の中の工芸品に見ることができま

す。木工品に象月・を細かく象1決した木画(もくが)技法の箱や楽

器などと紅や紺色に染めて文様を自く彫 り抜いた接銭(ばちる)

技法の作:早:などLu界的に最高水準の 11芸:キデ:が伝わっています。

室町から江戸時代にかけて、床の1間の飾 りの品々に象場・が使用

されるようになり、キキに戦IJ大名の高価な茶人オ■の蓋や茶rJ(ち

ゃしゃく)に用いられました。江戸時代は武士や町人のlllで自J絶

(いんろう)や根付(ねつけ)の材お卜としてもてはゃされ、更に、

煙管筒(させるづつ)や筆記具容器の矢立や女/14の
櫛。替(くし。

かんざし)など広範囲に使用されました。

幕末からり,治にかけて、社会力゙変動して根付がすたれ、代わ

って明治10年代から象牙を対形りした置物彫刻が帯んに製作さ

オlました。これらの牙彫 り置物月夕亥1は、本や漆器に貝や象牙を

象嵌した芝山象1炭漆器の家具、調度ギ:などと共に、内‖観業博

覧会や諸外国の万国博覧会に出品さオ■、海外に麻んに輸IIlされ

ました力ヽ 明治後期にはそのブームも去りました。近代のモダ

ニズム芸術の隆盛の陰にIIIれた感のある象牙彫亥1ですが、明治

中期には、旭玉山、石川光明、島村俊りjらの優れた牙彫作家が

輩出して、明治期に木彫復活への契機と橋わたし役を‖1ったと

さえ■ているにもかカツ)らず、 未だその全体的な調:合がliわ1■て

いません。象牙の輸入力1村難となった現在、明治 ・大耐切の象

牙彫刻をはじめとする象牙美術の意義と全体像を見直す‖割Ulに

米ていると言えるでしょう。

本展は正倉院から戦前までの象刻・を使用した日本の美術 11芸

の流1■を約250点の作吉::で概観するもので丸 日本国内のコレク

ションで構成されます力ヽ 日本の象力・美術を通観した展覧会と

しては初めての大規模な展示 となるでしょう。
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9月1日(「D午後2時 ～4時
「古代オリエントと日本の象牙美術」
福 井 泰 民 (松滞業術館 L任学ムil)

8月24日0午 後2時～3時 「消えた隊商の民」、

NHKシ ノンクロード    ~ソ グド商人を探す―

9月7日0午 後2時～3時 「灼熱 ・黒砂漠」、
NⅡ Kシタレクロード     ~さ t ま`ての仏を求めて一

■休 館 ‖

■開館時間

■入 館 料

8月25日(日)午後2時～4時 宮田翁輔(洋画〉 戸田康―(日本画)
9月22日(日)午後2時～4時 遠藤原三(洋画)佐 藤善1/1(洋画)

8月19日(月)、2611(月)、9月2Hσ)、8‖0つ、9HO)、17日(力、2411(匁

午前9時～午後5時 (人館は4時30分まで)

一般200円(160)円/小。中学生100円(80)円*( )内は20名以上のl・J体料金

「草原の王国」
―サマルカンド・プハラー

「絹と十字架」
―コーカサスを越えて一
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神泉駅下車徒歩 5分


